
文
化
財
調
査
委
員
会

調
査
目
録
及
び
解
題

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会

No. 377
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四
七
四
　
秋
田
118
　
禅
林
寺
（
続
）
に
か
ほ
市
院
内

字
城
前
七
五
（
令
和
元
年
九
月
一
二
日
調
査
）

〈
典
　
籍
〉

1
　
永
平
元
禅
師
語
録
　
版
本
　
一
巻
一
冊

　
道
元
禅
師
撰
　
詮
慧
・
孤
雲
懐
奘
編

　
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
孟
春
（
一
月
）

　
林
甚
右
衛
門
開
板

　
通
称
『
永
平
略
録
』。
道
元
の
語
録
は
『
永
平
広

録
』
一
〇
巻
で
あ
る
が
、
道
元
示
寂
後
に
寒
巌
義
尹

（
一
二
一
七
～
一
三
〇
〇
）
が
こ
れ
を
携
え
て
入
宋

し
、
無
外
義
遠
（
一
二
六
六
寂
）
に
較
正
と
序
跋
を

請
い
一
巻
に
編
集
し
、
さ
ら
に
退
耕
徳
寧
（
一
二
六

九
寂
）
と
虚
堂
智
愚
（
一
一
八
五
～
一
二
六
九
）
か

ら
も
跋
文
を
得
た
も
の
。
帰
朝
後
は
寶
慶
寺
（
福
井

県
大
野
市
寶
慶
寺
）
に
伝
わ
り
曇
希
（
一
二
九
七
？

～
一
三
五
〇
？
）
の
代
に
開
版
さ
れ
た
。
本
書
は
正

保
五
年
の
版
本
。
全
編
を
通
じ
て
語
句
注
な
ど
の
細

字
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
巻
頭
に
は
道
元
の
伝
記
を

記
し
、
巻
末
に
「
此
旨
信
儀
、
性
徹
」
と
あ
る
。
性

徹
（
未
詳
）
が
略
録
の
本
講
を
聴
講
し
、
そ
の
内
容

を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
道
元
禅
師
全

集
』
第
五
巻
（
春
秋
社
、
平
成
元
年
）
及
び
『
原
文

対
照
現
代
語
訳
・
道
元
禅
師
全
集
』
一
三
（
春
秋

社
、
平
成
一
二
年
）
の
凡
例
・
解
題
等
参
照
。

2
　
伝
法
室
内
式
　
一
冊

　
伝
法
の
式
次
第
や
道
場
の
荘
厳
に
つ
い
て
記
す
。

伝
法
室
内
式
に
続
い
て
、
三
時
諷
経
切
紙
、
朔
望
祝

聖
回
向
切
紙
、
塔
婆
点
眼
法
、
施
餓
鬼
法
、
一
辺
消

災
咒
切
紙
、
更
に
伝
法
室
内
之
略
式
を
追
記
す
る
。

3
　
円
鏡
　
一
枚
（
一
部
欠
）

　
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
夏
安
居

　
法
幢
師
は
新
潟
県
阿
賀
野
市
草
水
の
観
音
寺
三
六

世
仙
峰
良
寿
（
俗
姓
千
葉
、
一
九
〇
一
寂
）。
同
寺

で
修
行
さ
れ
た
結
制
に
参
集
し
た
二
五
名
の
安
居
者

名
を
記
す
。

4
　
大
般
若
経
伝
来
・
理
趣
分
秘
蜜
（
密
）法

　
一
枚
（
折

紙
）

　
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
二
月
一
六
日
、
壡
明
よ

り
。
大
般
若
経
伝
来
で
は
、
大
般
若
六
百
巻
が
三
蔵

法
師
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
由
来
、
十
六
善
神
の

こ
と
、
理
趣
分
の
功
徳
を
記
す
。
理
趣
分
秘
密
法
は

天
竺
の
常
帝
菩
薩
か
ら
大
唐
三
蔵
法
師
や
弘
法
大
師

や
壡
明
居
士
、
そ
し
て
壡
知
居
士
に
い
た
る
法
脈
。

5
　
日
鑑
　
一
冊
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り
、
雲
鼓
三
通
の
三
通
目
で
主
人
が
上
殿
、
そ
し
て

須
弥
壇
上
で
の
拈
香
ま
で
を
記
す
。
後
欠
の
た
め
拈

香
後
の
進
退
は
不
明
。

8
　
制
中
配
役
　
二
枚
（
途
中
欠
）

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
孟
冬
（
一
〇
月
）
安
居

日
。
冒
頭
に
「
南
閻
浮
台
大
日
本
国
東
仙
道
羽
後
由

利
郡
仁
賀
保
庄
院
内
村
賀
祥
山
禅
林
禅
寺
結
制
安
居

小
僧
籍
」、
末
尾
に
「
清
衆
都
合
五
十
三
員
」
と
あ

る
。
結
制
安
居
時
の
堂
頭
以
下
の
安
居
者
名
を
記

す
。

9
　
於
出
羽
国
由
利
郡
仁
賀
保
寺
院
文
化
十
一
年
戌

年
従
夏
会
当
未
夏
会
迄
拾
ヶ
年
之
間
致
首
座
職
候

者
書
上
帳
（
控
）
　
一
冊
（
一
部
欠
）

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
一
一
月
、
陽
山
寺
外

五
ヵ
寺
よ
り
禅
林
寺
御
役
寮
宛
。
同
年
月
の
禅
林
寺

嗣
元
よ
り
関
御
三
箇
寺
御
役
者
中
宛
の
奥
書
有
り
。

嗣
元
は
当
寺
三
一
世
嗣
元
白
胤
（
一
八
二
七
寂
）。

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
の
夏
安
居
よ
り
一
〇
ヵ

年
の
間
に
当
寺
末
寺
の
陽
山
寺
（
に
か
ほ
市
小
国
字

南
野
）
を
は
じ
め
と
す
る
六
ヵ
寺
で
修
行
さ
れ
た
結

制
に
つ
い
て
、
夏
冬
の
別
、
首
座
名
、
首
座
の
師
寮

寺
名
及
び
所
在
地
等
を
列
記
す
る
。
末
寺
六
ヵ
寺
か

ら
提
出
さ
れ
た
取
り
調
べ
を
ま
と
め
、
当
寺
よ
り
関

三
刹
に
提
出
し
た
書
上
の
控
え
。
後
掲
〈
典
籍
〉
10

　
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
以
前

　
巻
頭
に
「
正
月
、
三
十
三
代
改
焉
」
と
あ
る
の
で

当
寺
三
三
世
全
底
喝
宗
（
一
八
六
七
寂
）
の
筆
。
正

月
か
ら
一
二
月
に
到
る
一
年
分
の
行
持
を
記
し
た
日

鑑
。
文
中
、
七
月
の
項
の
末
尾
に
は
「
天
保
十
四
年

卯
二
月
七
日
仁
賀
保
孫
九
郎
様
逝
去
」
と
し
て
、
仁

賀
保
氏
の
葬
儀
や
三
十
五
日
の
記
載
が
見
え
、
一
二

月
の
項
の
末
尾
に
は
「
天
保
十
亥
年
三
月
廿
四
日
晋

山
」
と
し
て
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
の
晋
山
関

係
の
記
載
が
あ
る
。
巻
末
に
「
下
男
之
申
渡
条
々
」

（
一
五
箇
条
）
を
記
す

6
　
賀
祥
山
主
人
内
則
　
一
冊

　
正
月
か
ら
一
二
月
に
到
る
年
分
行
持
を
列
記
す

る
。
こ
の
中
に
は
開
山
忌
を
は
じ
め
と
す
る
歴
住
世

代
の
祥
月
忌
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
八
月
七
日
に
記
さ
れ
た
三
一
世
の
祥
月
忌
が
下
限

と
な
る
の
で
、
本
書
を
記
し
た
の
は
三
二
世
仏
門
洞

宗
（
一
八
六
三
寂
）
か
。
一
二
月
の
後
に
は
、

「
定
」
（
一
五
箇
条
）、
「
盆
正
御
代
香
応
心
付
之

控
」、
「
年
頭
口
上
」、
「
正
月
餅
撞
控
覚
」、
「
定

規
」
（
九
箇
条
）、
「
口
宣
」
（
九
箇
条
）
を
記

す
。

7
　
開
堂
進
退
　
一
枚
（
後
欠
）

　
開
堂
時
の
進
退
に
つ
い
て
、
大
鐘
三
会
に
始
ま
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は
一
部
は
重
複
す
る
が
内
容
は
異
な
る
。

10
　
結
制
書
上
帳
（
控
）
　
一
冊

　
文
政
六
年
一
一
月
、
陽
山
寺
外
五
ヵ
寺
よ
り
禅
林

寺
御
役
寮
宛
。
同
年
月
の
禅
林
寺
嗣
元
よ
り
関
御
三

箇
寺
御
役
者
中
宛
の
奥
書
有
り
。
文
化
一
一
年
の
夏

安
居
よ
り
一
〇
ヵ
年
の
間
に
、
龍
雲
寺
（
に
か
ほ
市

平
沢
字
上
町
）
を
は
じ
め
と
す
る
当
寺
の
末
寺
で
修

行
さ
れ
た
結
制
に
つ
い
て
、
夏
冬
の
別
、
首
座
名
、

首
座
の
師
寮
寺
名
及
び
所
在
地
等
を
列
記
す
る
。
末

寺
六
ヵ
寺
か
ら
提
出
さ
れ
た
取
り
調
べ
を
ま
と
め
、

当
寺
よ
り
関
三
刹
に
提
出
し
た
書
上
の
控
え
。
前
掲

〈
典
籍
〉
9
と
一
部
は
重
複
す
る
が
、
本
書
に
は
陽

山
寺
関
係
の
首
座
が
記
載
さ
れ
な
い
な
ど
、
内
容
は

異
な
る
。

11
　
羽
州
由
利
郡
仁
賀
保
小
国
村
圓
通
山
陽
山
寺
今

夏
安
居
結
衆
打
給
　
横
帳
一
冊

　
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
四
月
二
二
日

　
陽
山
寺
法
幢
師
義
道
外
四
名
よ
り
禅
林
寺
御
役
寮

宛
。
義
道
は
陽
山
寺
二
四
世
大
圓
義
道
（
一
八
六
〇

寂
）。
同
寺
で
修
行
さ
れ
た
夏
安
居
に
お
け
る
打
給

帳
。
同
寺
会
下
の
一
〇
名
を
は
じ
め
と
す
る
七
三
名

の
安
居
者
名
を
記
す
。

12
　
〔
回
向
草
子
〕
　
三
枚
（
途
中
欠
）

　
回
向
草
子
（
折
本
）
の
断
簡
。
祠
堂
諷
経
・
日
中

諷
経
・
歴
住
諷
経
と
見
ら
れ
る
回
向
文
。
こ
の
内
の

歴
住
世
代
は
三
一
世
嗣
元
（
白
）
胤
大
和
尚
ま
で
は

同
筆
で
、
別
筆
で
三
四
世
天
明
（
智
）
眼
大
和
尚

（
一
八
七
九
寂
）
ま
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。
三
二
世

仏
門
洞
宗
（
一
八
六
三
寂
）
代
の
物
か
。

13
　
入
龕
念
誦
　
一
枚
（
後
欠
）

　
尊
宿
喪
法
に
お
け
る
入
龕
仏
事
の
念
誦
回
向
文
。

読
み
込
み
は
新
般
涅
槃
東
堂
和
尚
と
な
っ
て
い
る
。

14
　
〔
念
誦
〕
　
一
枚
（
断
簡
）

　
三
八
念
誦
の
念
誦
文
で
、
末
尾
に
「
八
念
誦
」
と

記
す
。
念
誦
文
は
『
瑩
山
清
規
』
（
光
地
英
学
『
瑩

山
禅
』
六
〈
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
八
年
〉
一
一

一
頁
）
に
同
じ
。

15
　
偈
頌
　
一
枚
（
軸
装
）

　
黄
檗
宗
萬
福
寺
（
京
都
府
宇
治
市
五
ケ
庄
）
開
山

隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）
の
撰
述
。
五

言
律
詩
で
「
直
指
西
来
意
、
分
明
無
別
宗
、
鳥
悟
深

長
舌
、
花
飛
減
嘆
容
、
逍
遙
幻
化
裡
、
脱
酒
隙
光

中
、
触
着
毫
端
旨
、
縦
横
路
路
通
。
老
僧
隠
元

書
」。
関
防
印
は
「
臨
済
正
宗
」
の
陽
刻
、
落
款
は

「
檗
山
主
人
」
「
隠
元
之
印
」
の
陰
刻
。
箱
裏
に
は

「
羽
州
油
利
郡
仁
賀
保
禅
林
寺
什
物
天
冲
叟
誌

之
」、
続
け
て
寄
進
者
名
を
記
す
の
で
、
当
寺
二
五

世
天
冲
癡
童
（
一
七
八
二
寂
）
代
に
寄
進
さ
れ
た
も

の
。

16
　
十
王
讃
談
書
　
下
巻
　
一
巻
一
冊
（
一
部
欠
）

　
隆
尭
（
一
三
六
九
～
一
四
四
九
）
『
十
王
讃
歎
修

〈典籍〉10　結制書上帳（控）　右：表紙、左：本文
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17
　
視
聴
要
誌
　
横
半
帳
一
冊

　
泉
田
実
山
主
筆

　
筆
写
者
は
当
寺
三
六
世
泰
岳
実
道
（
一
九
一
〇

寂
）。
法
語
、
経
文
、
和
歌
、
禅
籍
等
を
記
す
。

「
月
舟
老
人
示
誨
或
俗
人
」、
『
弁
道
話
』
中
に
使

用
さ
れ
る
多
数
の
語
句
の
説
明
、
「
大
桂
禅
師
無
常

ヲ
船
ニ
タ
ト
フ
哥
」
等
を
収
め
る
。

18
　
〔
禅
林
寺
直
末
蚶
満
寺
本
末
改
書
上
〕
　
一
枚

　
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
月
二
三
日
、
羽
州

由
利
仁
賀
保
禅
林
寺
珊
龍
外
一
名
よ
り
大
中
寺
御
役

寮
江
宛
。
珊
龍
は
当
寺
一
九
世
虎（
瑚
）室

珊
龍
（
一
七
〇

五
寂
）。
元
々
当
寺
の
末
寺
陽
山
寺
（
に
か
ほ
市
小

国
字
南
野
）
の
末
寺
（
当
寺
の
孫
末
）
で
あ
っ
た
蚶

満
寺
（
に
か
ほ
市
象
潟
町
字
象
潟
島
）
が
、
当
寺
の

末
寺
に
な
っ
た
経
緯
を
記
す
。
当
寺
六
世
竹
陰
是
忠

（
一
四
九
五
寂
）
が
陽
山
寺
を
開
き
、
陽
山
寺
三
世

菊
翁
是
琳
（
一
五
四
四
寂
）
が
蚶
満
寺
を
開
き
開
山

と
な
っ
た
が
、
後
に
当
寺
九
世
龍
江
存
藤
（
一
五
三

〇
寂
）
を
蚶
満
寺
の
開
山
に
改
め
、
更
に
蚶
満
寺
六

世
義
翁
存
祝
（
一
六
七
七
寂
、
現
在
は
蚶
満
寺
七

世
）
代
に
当
寺
の
直
末
に
な
っ
た
と
す
る
。

19
　
拙
録
并
支
配
下
寺
院
本
末
調
帳
（
雛
型
）
　
一

冊
　
一
行
が
一
ヵ
寺
分
と
な
っ
て
お
り
、
開
山
名
と
寺

院
名
を
列
記
し
て
、
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
て
僧
録
寺

院
よ
り
惣
本
山
御
役
寮
宛
に
提
出
す
る
と
い
う
形

式
。
な
お
、
開
山
名
に
は
道
元
禅
師
か
ら
何
世
の
法

孫
か
を
書
き
添
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

20
　
宝
暦
六
丙
子
三
百
五
十
回
忌
香
□（
資
）勧

化
□（
古
）牒

之

写
　
一
冊
（
一
部
欠
）

　
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
以
降

　
文
化
三
年
に
相
当
し
た
当
寺
開
山
直
翁
呈
機
（
一

四
一
六
寂
）
四
百
回
忌
の
勧
化
帳
が
、
同
年
正
月
二

一
日
の
火
災
に
罹
り
焼
失
し
た
た
め
、
前
回
の
宝
暦

六
年
（
一
七
五
六
）
の
遠
忌
時
の
勧
化
帳
を
写
し
た

と
い
う
。
当
寺
及
び
配
下
寺
院
の
勧
化
金
を
記
す
。

21
　
御
開
山
堂
再
建
勧
化
并
二
世
大
和
尚
四
百
年
忌

香
資
化
簿
廻
達
　
一
冊
（
一
部
欠
）

　
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
一
〇
月
一
六
日

　
来
る
寅
年
（
一
八
三
〇
）
に
向
け
た
勧
化
帳
。
開

山
堂
が
火
災
で
焼
失
し
て
仮
堂
の
た
め
再
建
を
目
指

し
て
お
り
、
ま
た
間
も
な
く
当
寺
二
世
物
堂
呈
端

（
一
四
三
〇
寂
）
の
四
百
回
忌
に
相
当
す
る
の
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
勧
化
を
依
頼
す
る
と
い
う
廻
達
。

末
寺
一
〇
ヵ
寺
が
列
記
さ
れ
、
こ
の
内
の
龍
雲
寺

（
に
か
ほ
市
平
沢
字
上
町
）
が
取
り
ま
と
め
て
当
寺

衆
寮
ま
で
届
け
た
と
記
す
。

22
　
〔
禅
林
寺
勧
化
簿
等
綴
〕
　
合
綴
一
冊

善
抄
』
（
永
享
五
年
〈
一
四
三
三
〉
撰
）
の
筆
写

本
。
十
王
は
、
初
七
日
か
ら
七
七
四
十
九
日
、
百
箇

日
、
一
周
忌
、
三
回
忌
の
一
〇
回
の
節
目
に
故
人
の

罪
を
裁
く
一
〇
人
の
王
で
、
そ
れ
ぞ
れ
王
に
つ
い

て
、
賛
嘆
（
詩
文
）
を
記
し
、
続
い
て
そ
の
詳
細
を

説
明
す
る
。
本
書
は
こ
の
内
、
百
箇
日
以
降
の
三
王

の
み
で
、
四
十
九
日
以
前
の
七
王
を
掲
載
す
る
前
半

部
分
は
欠
本
。

〈典籍〉18　〔禅林寺直末蚶満寺本末改書上〕
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⑴
～
⑸
を
合
綴
。
内
容
分
類
で
は
⑶
と
⑷
は
〈
文

書
〉
で
あ
る
が
、
勧
化
帳
類
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
〈
典
籍
〉
内
で
解
題
す
る
。

　
⑴
　
水
引
勧
化
簿
　
一
冊

　
　
嘉
永
戌
年
（
三
年
〈
一
八
五
〇
〉）
三
月

　
　
当
寺
三
四
世
天
明
智
眼
（
一
八
七
九
寂
）
代
、

露
柱
に
巻
く
水
引
と
法
被
を
新
調
す
る
た
め
の
勧

化
帳
。
勧
化
金
は
合
計
金
二
七
両
二
朱
銭
百
文
。

　
⑵
　
〈
涅
槃
像
表
具
仕
替
・
大
太
鼓
張
替
〉
寄
進

録
　
一
冊

　
　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
一
〇
月

　
　
当
寺
三
四
世
天
明
智
眼
代
の
勧
化
帳
。
勧
化
金

は
、
涅
槃
像
の
表
装
の
仕
立
て
替
え
に
つ
い
て
は

金
二
両
銭
三
〇
〇
銅
、
大
太
鼓
の
張
り
替
え
に
つ

い
て
は
金
五
両
銭
一
〇
〆
一
七
五
文
。

　
⑶
　
永
平
寺
役
局
達
書
　
一
冊

　
　
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
壬
（
閏
）
七
月
、
曹

洞
一
派
惣
檀
家
吉
祥
講
衆
中
宛
。
寅
（
嘉
永
七

年
）
三
月
に
道
元
禅
師
が
禅
師
号
が
追
号
さ
れ
た

こ
と
に
合
わ
せ
て
、
各
寺
院
は
も
ち
ろ
ん
、
参
学

の
僧
尼
、
檀
中
の
面
々
に
宛
て
て
祝
賀
を
求
め
る

と
い
う
達
書
。

　
⑷
　
口
達
　
一
冊

　
　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
七
月
、
禅
林
寺
役
寮

よ
り
。
当
寺
の
方
丈
が
江
戸
表
に
御
直
登
さ
れ
る

こ
と
に
ち
な
ん
で
諸
雑
用
金
の
寄
進
を
願
う
口

達
。
享
和
年
中
（
一
八
〇
一
～
五
）
の
旧
記
に
よ

れ
ば
三
四
両
あ
ま
り
を
要
し
た
と
す
る
。
龍
雲
寺

を
は
じ
め
と
す
る
末
寺
五
ヵ
寺
連
印
あ
り
。
両
三

日
中
に
用
立
て
る
旨
を
記
し
た
副
達
を
付
す
。

　
⑸
　
越
州
永
平
寺
六
百
遠
忌
香
資
勧
化
着
帳
　
一

冊

　
　
禅
林
寺
役
寮
よ
り
配
下
諸
寺
院
。
禅
林
寺
及
び

陽
山
寺
を
は
じ
め
と
す
る
末
寺
六
ヵ
寺
、
各
寺
の

総
檀
中
か
ら
の
香
資
金
を
記
し
て
寺
印
を
捺
す
。

表
紙
に
「
嘉
永
二
己
酉
年
閏
四
月
」、
「
御
化
僧

加
州
玉
竜
寺
英
順
和
尚
」
と
る
の
で
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
時
の
化
僧
は
玉
龍
寺
（
金
沢
市
野

町
）
三
〇
世
郁
翁
英
順
（
一
八
五
四
寂
）
か
。

23
　
〔
諸
寺
勧
化
帳
・
禅
林
寺
配
下
寺
院
村
高
帳

綴
〕
　
合
綴
一
冊

　
⑴
～
⑿
を
合
綴
。
内
容
分
類
で
は
⑹
～
⑿
は
〈
文

書
〉
で
あ
る
が
、
勧
化
帳
類
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
〈
典
籍
〉
内
で
解
題
す
る
。

　
⑴
　
接（
摂
）丹

境
永
澤
寺
開
祖
四
百
五
拾
回
忌
并
諸
堂

修
補
勧
化
牒
　
一
冊

　
　
亥
年
（
一
八
三
九
）
に
永
澤
寺
（
兵
庫
県
三
田

市
永
沢
寺
）
開
山
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
～
九

一
）
四
百
五
十
回
忌
に
相
当
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
同
寺
の
荒
廃
し
た
伽
藍
を
復
興
す
る
と
し
、
そ

の
た
め
に
行
う
勧
化
帳
。
巻
頭
に
、
天
保
四
年〈典籍〉23⑴　接

（摂）
丹境永澤寺開祖四百五拾回忌并諸堂修補勧化牒　右：表紙、左：本文
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平
寺
の
火
災
で
焼
失
し
た
殿
堂
再
建
の
た
め
の
勧

化
に
と
も
な
う
諸
記
録
。
は
じ
め
に
、
当
寺
末
寺

の
龍
雲
寺
他
五
ヵ
寺
と
そ
の
金
額
を
列
記
し
た
勧

化
簿
と
、
天
保
九
年
六
月
一
三
日
の
禅
林
寺
役
寮

よ
り
各
寺
院
宛
の
添
書
、
次
に
、
酉
（
天
保
八
年

〈
一
八
三
七
〉）
九
月
の
永
平
寺
監
院
よ
り
諸
国

録
刹
宛
の
勧
化
の
依
頼
状
、
天
保
六
年
（
一
八
三

五
）
七
月
の
總
寧
寺
外
二
ヵ
寺
よ
り
曹
洞
宗
諸
国

各
録
刹
并
諸
寺
院
宛
の
廻
達
、
天
保
九
年
六
月
の

羽
州
仁
賀
保
禅
林
寺
よ
り
越
州
御
大
本
山
御
役
寮

宛
の
「
奉
指
上
御
請
書
之
事
」
等
を
記
す
。
表
紙

に
「
化
僧
照
明
寺
梵
亮
和
尚
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
化
僧
は
照
明
寺
（
福
井
県
越
前
市
横
市
町
）

六
世
道
山
梵
亮
（
一
八
四
〇
寂
）。

　
⑷
　
加
州
大
乗
寺
御
修
覆
勧
化
五
ヶ
年
符
取
立
上

納
覚
帳
　
一
冊

　
　
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
六
月

　
　
巻
頭
に
、
当
寺
本
寺
の
大
乗
寺
（
金
沢
市
長
坂

町
）
の
修
復
に
と
も
な
う
勧
化
に
つ
い
て
を
記
し

た
、
辰
（
天
保
三
年
）
六
月
三
日
禅
林
寺
役
寮
の

「
口
演
」、
天
保
三
年
六
月
禅
林
寺
役
寮
よ
り
出

さ
れ
た
当
寺
末
寺
六
ヵ
寺
の
勧
化
簿
、
「
大
乗
寺

勧
化
帳
江
差
帳
之
筆
記
覚
」
を
写
す
。
巻
末
に
辰

五
月
一
三
日
に
来
寺
し
た
化
僧
に
つ
い
て
へ
の
接

待
の
詳
細
を
記
す
。
表
紙
に
「
化
僧
金
沢
開
禅
寺

黙
庵
和
尚
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
化
僧
は
開
禅
寺

（
金
沢
市
野
町
）
二
五
世
黙
庵
恵
照
（
一
八
四
七

寂
）。

　
⑸
　
従
天
保
元
年
寅
冬
会
同
暦
戌
冬
会
迄
結
制
興

行
法
幢
首
座
法
臘
書
上
帳
　
一
冊

　
　
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
閏
正
月
二
〇
日
、

陽
山
寺
外
五
ヵ
寺
よ
り
禅
林
寺
御
役
寮
宛
。
天
保

元
年
（
一
八
三
〇
）
よ
り
同
九
年
（
一
八
三
八
）

ま
で
の
間
に
、
当
寺
末
寺
の
陽
山
寺
（
に
か
ほ
市

小
国
字
南
野
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
寺
で
修
行
さ

れ
た
結
制
に
お
け
る
法
幢
師
名
と
首
座
名
を
記

す
。

　
⑹
　
寺
内
人
別
御
改
帳
　
一
冊

　
　
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
〇
月
、
太
白
院

よ
り
禅
林
寺
御
役
寮
中
宛
。
当
寺
末
寺
の
太
白
院

（
に
か
ほ
市
象
潟
町
関
字
ウ
ヤ
ム
ヤ
ノ
関
）
内
に

居
住
す
る
僧
三
名
及
び
、
下
男
二
名
の
計
五
名
の

名
を
記
す
。

　
⑺
　
出
羽
由
利
郡
仁
賀
保
庄
小
砂
川
村
高
帳
　
一

冊

　
　
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
六
月
、
小
砂
川
村
雲

昌
寺
よ
り
禅
林
寺
御
役
寮
宛
。
当
寺
孫
末
（
陽
山

寺
末
）
の
雲
昌
寺
（
に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川
字

（
一
八
三
三
）
四
月
の
總
寧
寺
（
千
葉
県
市
川
市

国
府
台
）
他
二
ヵ
寺
よ
り
永
澤
寺
門
葉
派
下
寺
院

中
宛
の
「
添
簡
」、
戌
（
一
八
三
八
）
二
月
の
摂

丹
境
永
澤
寺
乾
峰
九
拝
よ
り
諸
国
録
山
御
丈
室
前

上
閣
下
宛
の
添
書
、
天
保
九
年
七
月
一
七
日
の
禅

林
寺
役
寮
よ
り
の
廻
達
、
陽
山
寺
他
五
ヵ
寺
の
寄

付
額
と
寺
印
を
捺
し
た
「
覚
」
を
収
録
す
る
。

　
⑵
　
関
大
中
寺
御
宿
刹
御
修
覆
勧
化
割
　
一
冊

　
　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
一
一
月
三
日

　
　
大
中
寺
（
栃
木
県
栃
木
市
大
平
町
西
山
田
）
の

府
内
の
宿
刹
は
天
暁
院
（
三
田
小
山
町
に
存
し
た

が
廃
寺
）。
表
紙
に
「
化
僧
太
傳
和
尚
、
伴
僧
壱

人
、
頭
壱
人
、
洞
宗
代
」
と
あ
る
。
洞
宗
は
当
寺

三
二
世
仏
門
洞
宗
（
一
八
六
三
寂
）。
当
寺
及
び

当
寺
末
寺
の
陽
山
寺
他
五
ヵ
寺
よ
り
、
卯
年
（
天

保
二
年
〈
一
八
三
一
〉）
か
ら
未
年
（
一
八
三

五
）
ま
で
の
五
年
賦
で
集
金
さ
れ
た
、
天
暁
院
修

復
の
た
め
の
勧
化
金
を
記
し
た
割
賦
帳
。
巻
末

に
、
卯
年
（
天
保
二
年
）
九
月
二
一
日
に
使
僧
が

当
寺
に
来
寺
し
、
同
月
二
五
日
に
帰
山
す
る
ま
で

の
接
待
の
詳
細
を
記
す
。

　
⑶
　
越
州
永
平
寺
勧
化
割
簿
　
一
冊

　
　
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
六
月

　
　
巳
（
天
保
四
年
〈
一
八
三
三
〉）
一
二
月
の
永
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砂
畑
）
の
境
内
地
は
除
地
の
み
な
の
で
寺
領
石
高

が
一
切
な
き
こ
と
、
ま
た
酒
井
左
衛
門
尉
殿
の
入

会
御
領
所
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
⑺
～
⑿
は
類
似

し
た
内
容
。

　
⑻
　
出
羽
国
由
利
郡
仁
賀
保
庄
大
砂
川
村
高
帳
　

一
冊

　
　
天
保
三
年
六
月
、
大
砂
川
村
龍
泉
寺
よ
り
禅
林

寺
御
役
寮
宛
。
当
寺
末
寺
の
龍
泉
寺
（
に
か
ほ
市

象
潟
町
大
砂
川
字
菅
）
の
境
内
地
は
除
地
の
み
な

の
で
寺
領
石
高
が
一
切
な
き
こ
と
、
ま
た
酒
井
左

衛
門
尉
殿
の
入
会
御
領
所
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。

⑺
～
⑿
は
類
似
し
た
内
容
。

　
⑼
　
出
羽
国
由
利
郡
仁
賀
保
庄
川
袋
村
高
帳
　
一

冊

　
　
天
保
三
年
六
月
、
川
袋
村
萬
照
寺
よ
り
禅
林
寺

御
役
寮
宛
。
当
寺
末
寺
の
萬
照
寺
（
に
か
ほ
市
象

潟
町
川
袋
字
滝
ノ
下
）
の
境
内
地
は
除
地
の
み
な

の
で
寺
領
石
高
が
一
切
な
き
こ
と
、
ま
た
生
駒
鉄

三
郎
殿
の
入
会
知
行
所
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
⑺

～
⑿
は
類
似
し
た
内
容
。

　
⑽
　
出
羽
国
由
利
郡
仁
賀
保
庄
関
村
高
帳
　
一
冊

　
　
天
保
三
年
六
月
、
関
村
太
白
院
よ
り
禅
林
寺
御

役
寮
宛
。
当
寺
末
寺
の
太
白
院
の
境
内
地
は
除
地

の
み
な
の
で
寺
領
石
高
が
一
切
な
き
こ
と
、
ま
た

生
駒
鉄
三
郎
殿
の
入
会
知
行
所
で
あ
る
こ
と
を
記

す
。
⑺
～
⑿
は
類
似
し
た
内
容
。

　
⑾
　
出
羽
国
由
利
郡
仁
賀
保
庄
小
国
村
高
帳
　
一

冊

　
　
天
保
三
年
六
月
、
小
国
村
陽
山
寺
よ
り
禅
林
寺

御
役
寮
宛
。
当
寺
末
寺
の
陽
山
寺
の
境
内
地
は
除

地
の
み
な
の
で
寺
領
石
高
が
一
切
な
き
こ
と
、
ま

た
仁
賀
保
主
膳
殿
の
入
会
知
行
所
で
あ
る
こ
と
を

記
す
。
⑺
～
⑿
は
類
似
し
た
内
容
。

　
⑿
　
出
羽
国
由
利
郡
仁
賀
保
庄
平
沢
宿
高
帳
　
一

冊

　
　
天
保
三
年
六
月
、
平
沢
宿
龍
雲
寺
よ
り
禅
林
寺

御
役
寮
宛
。
当
寺
末
寺
の
龍
雲
寺
（
に
か
ほ
市
平

沢
字
上
町
）
の
境
内
地
は
除
地
の
み
な
の
で
寺
領

石
高
が
一
切
な
き
こ
と
、
ま
た
仁
賀
保
孫
九
郎
殿

の
入
会
知
行
所
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
⑺
～
⑿
は

類
似
し
た
内
容
。

24
　
〔
惣（
總
）持

開
山
二
代
大
年
忌
勧
化
帳
〕
　
合
綴
一

冊
　
三
二
世
仏
門
洞
宗
（
一
八
六
三
寂
）
代
に
總
持
寺

で
修
行
さ
れ
た
、
同
寺
開
山
瑩
山
禅
師
（
一
二
六
四

～
一
三
二
五
）
及
び
二
祖
峨
山
（
一
二
六
六
～
一
三

六
六
）
の
遠
忌
に
関
す
る
勧
化
帳
等
の
⑴
～
⑶
を
合

冊
。
表
紙
に
あ
る
「
秀
翁
院
梅
苗
」
の
秀
翁
院
は
總

〈典籍〉23 ⑾　出羽国由利郡仁賀保庄小国村高帳　右：首部、左：尾部



― 74 ―

　
⑶
　
惣
持
開
山
二
代
大
年
忌
野
菜
勧
化
割
符
廻
文
　

一
冊
（
一
部
欠
）

　
　
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
八
月
の
能
本
山
御

専
使
宗
泉
寺
大
方
丈
宛
の
書
状
、
明
卯
（
天
保
二

年
〈
一
八
三
一
〉）
八
月
中
御
開
山
二
代
御
遠
忌

御
執
行
に
向
け
た
野
菜
の
勧
化
を
依
頼
す
る
「
演

達
」、
禅
林
寺
及
び
末
寺
が
署
名
す
る
覚
を
収
め

る
。

25
　
能
登
国
洞
谷
山
永
光
寺
勧
化
帳
序
（
写
）
　
二

枚
　
応
菴（
庵
）太

白
題
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
初
夏

（
四
月
）。
永
光
寺
（
石
川
県
羽
咋
市
酒
井
町
イ

部
）
資
料
〈
典
籍
〉
183
〔
勧
化
簿
序
文
〕
（
曹
洞
宗

文
化
財
調
査
委
員
会
編
『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録

解
題
集
』
七
　
北
信
越
管
区
編
〈
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

平
成
一
八
年
〉
六
一
八
頁
）
の
写
。
太
白
は
同
寺
四

八
八
世
応
庵
太
白
（
一
七
三
七
寂
）。
開
祖
戢
化
よ

り
四
〇
〇
年
を
経
て
堂
宇
が
頽
廃
し
た
の
で
、
五
老

（
天
童
長
翁
如
浄
、
永
平
仏
法
道
元
、
永
平
孤
雲
懐

弉
、
大
乗
徹
通
義
价
、
永
光
瑩
山
紹
瑾
）
の
遺
恩
に

酬
い
る
た
め
、
曹
洞
一
派
の
援
助
を
求
め
る
と
い
う

序
文
。
末
尾
に
五
院
と
し
て
、
伝
灯
院
、
紹
灯
院
、

新
豊
庵
、
大
雄
庵
、
宝
鏡
庵
の
名
が
見
え
る
。

26
　
由
利
家
御
世
代
書
　
一
冊

持
寺
洞
川
庵
山
内
門
中
（
廃
寺
）、
梅
苗
は
未
詳
。

　
⑴
　
惣
持
開
山
二
代
大
年
忌
□（
募
縁
カ
）□疏

并
引
　
一
冊

（
一
部
欠
）

　
　
「
遠
忌
疏
」、
「
諸
嶽
山
惣
持
禅
寺
大
斎
会
募

縁
疏
並
引
」
の
写
を
収
め
る
。
疏
は
、
文
中
に
先

暦
壬
申
（
文
化
九
年
壬
申
〈
一
八
一
二
〉）
や
四

百
五
十
回
忌
の
語
が
あ
り
、
同
寺
二
祖
峨
山
の
遠

忌
の
内
容
を
記
す
。
疏
の
末
尾
の
總
持
寺
五
院
の

連
署
を
見
る
と
、
例
え
ば
普
蔵
院
大
俊
は
、
東
福

院
（
新
潟
県
刈
羽
郡
刈
羽
村
赤
田
北
方
）
二
六
世

祖
峰
大
俊
（
一
八
六
〇
寂
）
で
、
輪
住
帳
（
納
冨

常
天
『
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
五
院
輪
住
帳
』

〈
總
持
寺
、
二
〇
一
六
年
〉
六
〇
頁
）
の
記
載
に

よ
れ
ば
文
政
一
〇
～
一
一
年
（
一
八
二
七
～
八
）

の
輪
住
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
疏
并
引
は
こ
の
時

期
に
前
回
の
四
五
〇
回
遠
忌
を
踏
ま
え
て
記
さ
れ

た
物
。

　
⑵
　
惣
持
開
山
二
代
大
年
忌
□
□
□
□（
勧
化
）□

割
符
廻

文
　
一
冊
（
一
部
欠
）

　
　
總
持
寺
開
山
及
び
二
代
忌
に
向
け
た
勧
化
を
伝

え
る
「
申
達
」、
禅
林
寺
及
び
末
寺
の
署
名
の
あ

る
「
勧
物
割
符
之
覚
」、
子
八
月
一
日
の
日
付
の

あ
る
禅
林
寺
洞
宗
よ
り
惣
持
五
大
刹
□
□
大
和
尚

宛
の
「
覚
」
の
三
点
を
収
め
る
。
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由
利
家
代
々
の
伝
記
で
、
当
寺
開
基
の
維
安
（
一

〇
六
五
～
一
一
三
九
）
以
下
、
維
平
（
一
一
〇
一
～

六
六
）、
維
久
（
一
一
四
二
～
一
二
〇
四
）、
政
重

（
一
二
三
四
～
一
三
〇
〇
）、
政
春
（
一
二
六
〇
～

一
三
二
四
）、
維
貫
（
一
二
九
三
～
）、
政
道
（
一
四

三
〇
～
）
の
生
没
年
と
世
寿
や
主
な
行
状
等
を
ま
と

め
た
も
の
（
各
生
没
年
は
本
書
の
記
載
よ
り
）。
ま

た
、
末
尾
に
は
、
由
利
忠
八
郎
（
政
春
）
の
兄
弟
が

列
記
さ
れ
、
由
利
本
荘
市
前
郷
字
寺
ノ
下
の
徳
雲
山

慶
祥
寺
開
基
と
し
て
姉
の
瑞
雲
慶
祥
比
丘
尼
や
、
助

八
、
忠
宗
、
十
郎
、
忠
勝
の
名
を
記
す
。
次
項
〈
典

籍
〉
27
と
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、
巻
末
に
加
筆
さ
れ
た

「
由
利
郡
滝
沢
壱
万
石
領
知
セ
ル
時
ハ
滝
沢
兵
庫

介
」
や
慶
祥
比
丘
尼
の
兄
弟
名
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
記
さ
れ
て
い
る
。

27
　
由
利
家
御
世
代
書
　
一
冊

　
年
未
詳

　
由
利
家
代
々
の
伝
記
で
、
当
寺
開
基
の
維
安
以

下
、
維
平
、
維
久
、
政
重
、
政
春
、
維
貫
、
政
道
の

生
没
年
と
世
寿
や
主
な
行
状
等
を
ま
と
め
、
徳
雲
山

慶
祥
寺
開
基
と
し
て
の
瑞
雲
慶
祥
比
丘
尼
の
名
を
記

す
。
前
項
〈
典
籍
〉
26
と
同
内
容
だ
が
、
末
尾
の
文

章
が
少
な
い
。

28
　
〔
三
岡
・
由
利
家
法
名
書
付
〕
　
一
枚

　
由
利
公
正
（
一
八
二
九
～
一
九
〇
九
）
と
そ
の
先

祖
三
岡
氏
の
戒
名
を
記
し
た
書
付
。
三
岡
次
郎
左
衛

門
佐
栄
以
下
、
三
岡
数
馬
義
武
、
三
岡
次
郎
左
衛
門

武
樹
、
三
岡
次
郎
左
衛
門
武
房
、
三
岡
次
郎
大
夫
義

知
等
の
没
年
や
戒
名
を
列
記
す
る
。
戒
名
に
つ
い
て

は
由
利
正
道
編
『
子
爵
由
利
公
正
伝
』
（
岩
波
書

店
、
昭
和
一
五
年
）
二
九
〇
～
五
頁
参
照
。

29
　
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
　
木
版
　
二
巻
三
冊
（
部

分
撮
影
）

　
鉄
眼
道
光
（
一
六
三
〇
～
八
二
）
が
嘉
興
蔵
を
元

に
開
版
し
た
黄
檗
版
大
蔵
経
（
鉄
眼
版
）
の
収
録
経

典
目
録
。
本
書
は
四
巻
本
で
あ
る
が
、
巻
一
・
四
は

欠
本
、
巻
二
が
二
冊
、
巻
三
が
一
冊
あ
る
。
表
紙
裏

に
は
「
為
護
法
、
奉
寄
進
、
一
切
経
目
録
」
と
あ

り
、
明
治
二
〇
年
月
日
に
金
浦
村
真
宗
大
谷
派
浄
蓮

寺
（
に
か
ほ
市
金
浦
南
金
浦
）
住
職
白
瀬
知
道
外
二

名
よ
り
院
内
村
禅
林
寺
に
宛
て
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ

る
。
な
お
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
九
月
、
当
寺

に
黄
檗
版
大
蔵
経
二
五
三
〇
巻
が
入
蔵
さ
れ
た
と
い

う
記
録
も
あ
る
（
松
永
知
海
編
『『
全
蔵
漸
請
千
字

文
朱
点
』
簿
に
よ
る
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
流
布
の
調

査
報
告
書
』
〈
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研

究
所
、
平
成
二
〇
年
〉
二
一
八
頁
、
Ⅹ
頁
参
照
）。

現
在
は
そ
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗
宗
務
庁

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
Ａ
５
判
中
綴
じ
）88円（税込）

100冊以上 1割引
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人
、
在
仲
宗
主
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
龍
輯
甲

寅
夏
求
之
」
と
あ
る
。
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
の
吉

祥
寺
内
の
栴
檀
林
安
居
中
に
求
め
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

32
　
神
道
皇
謚（
諡
）巻

　
一
冊

　
近
代

　
神
武
天
皇
よ
り
一
二
三
代
孝
明
天
皇
を
経
て
一
二

四
代
今
上
（
明
治
天
皇
）
ま
で
の
天
皇
を
列
記
す

る
。
今
日
の
世
代
は
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
一
五
代

神
功
皇
后
と
二
四
代
角
刺
天
皇
の
二
名
を
含
ま
な
い

の
で
、
二
代
少
な
く
な
る
た
め
明
治
天
皇
は
一
二
二

代
と
な
る
。

�

（
以
上
資
料
解
題
　
主
事
　
伊
藤
良
久
）

本
誌
掲
載
資
料
の
閲
覧
等
に
つ
い
て

　
本
誌
お
よ
び
、
『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題

集
』
に
公
表
さ
れ
た
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
複
製
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
所
定

の
書
式
に
よ
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
一
五
四
―
八
五
二
五
　
東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢

　
一
―
二
三
―
一
　
駒
澤
大
学
内

　
　
　
　
　
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
事
務
局
宛

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
六
四
三
二
―
一
五
一
一

30
　
仁
賀
保
院
内
誌
　
一
冊

　
泉
田
実
道
編
輯
　
明
治
四
二
年
（
一
九
一
一
）
頃

　
巻
頭
に
、
院
内
村
の
春
秋
の
気
候
、
産
業
、
学

校
、
神
社
、
寺
社
な
ど
地
誌
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
、

続
い
て
当
寺
の
寺
誌
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
記
載

さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
寺
の
宝
物
や
末
寺
・
末
庵
の

一
覧
、
維
安
以
下
の
由
利
家
代
々
の
伝
記
、
仁
賀
保

氏
の
初
代
か
ら
明
治
三
四
年
に
い
た
る
世
代
、
当
時

歴
住
の
開
山
よ
り
三
六
世
に
い
た
る
年
譜
、
明
治
二

年
（
一
八
八
七
）
三
月
永
平
寺
臥
雲
よ
り
宛
て
ら
れ

た
僧
録
司
免
牘
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
〇
月

両
本
山
か
ら
下
附
さ
れ
た
可
標
、
明
治
一
四
（
一
八

八
一
）
年
八
月
両
本
山
か
ら
送
ら
れ
た
表
勲
状
、
元

禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月
両
本
山
か
ら
の
定
、

そ
の
他
、
諸
々
の
覚
、
証
文
、
当
寺
三
四
世
天
明
和

尚
の
遺
偈
、
由
利
十
二
頭
の
菩
提
所
の
一
覧
等
。
筆

者
は
当
寺
三
六
世
泰
岳
実
道
（
一
九
一
〇
寂
）。
巻

末
に
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
年
記
が
見
え
る

の
で
、
そ
の
時
期
の
編
集
。

31
　
新
鐫
時
用
通
式
翰
墨
全
書
　
巻
之
一
〇
～
一
二
　

木
版
　
一
巻
一
冊
（
部
分
撮
影
）

　�

王
宇
纂
輯
　
陳
瑞
錫
釈
註
　
寛
永
二
〇
年
（
一
六

四
三
）

　
表
紙
裏
に
「
東
都
駒
篭
栴
檀
林
中
、
羽
陽
之
散




